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お買上げいただきあ D びとラございました。 

なお、この取扱説明書（保証書付）は、大切に 
イ呆管して< ださい。 

万一ご使用中にわか日ないことや不都合び生じた 
とき、きっとお役に立ちます。 


この商品は、海外ではご使用になれません。 

FOR USE IN JAPAN ONLY 








































安全上のごま意 

ご使用の前に r 安全上のごを意」をよくお読みのラえ、必ずお守りください。 

※ここに示した項目は、製品を安全に正し<お使い頂き、お使いになる人や他の人々への危童や 
財産への損害を未然に防止するためのちのです。また、危書や損害の大ささと切迫の程度を 
明示するために、誤った取扱いをすると生じることび想定される内容を、「警告」性意」の2つに 
区分しています。いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ず守って<ださい。 


A 警告 

A ま意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 又は重傷を負う 
可能性が想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性 
及び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


絵表示の例 

® Q 記号は禁止「してはいけないこと」を表示しています。図の中や近<に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止）び描かれています。 

C ♦記号は強制「しなければいけないこと」を表示しています。図の中に具体的な指示内容 
(左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜いてください）び描かれています。 
※お読みになった後は、お使いになる方びいつでち見5れるところに必ず保管して<ださい。 



交流1 00 V じ(外での使用やコンセント 
I 配線器具の定格を超える使いかたは 
しない 

禁止 •延長コードやタコ足配線などで定格を 
超えると、コンセント部び異常発熱して、 
発火や火災の原因にな0ます。 


0 


電源プフグは根兀まで確実し差し込む 

mm •感電や発熱による火災の (f 

- 

願になります。 


指況〔従う 


乂な \ お手入れの際は必ず電源プラグを 

コンセントか日巧くこと。めれた手で 

巧き差ししない 


めれ手禁止•不意に動作してけびを 


したり、 シヨー ト•感電- 


けがの原因にな0ます。 


包装用ポリ袋はお子様の手の届かない 

■ ■ 場所に保管する 

% 

•誤って顔にかぶったり、た 

I 

指況〔従う S さ付いた0して た 


窒息し、死 tl の原因 

が口 

にな0ます。 





修理技術者(外の人は、絶対に分解 
した D 修理-改造はおこなわない 

I 発火した0、異常動作してけびの原因 
しも'0ま穿。 

"" ※修理はお買上げの販売店へご相談 
<ださい。 




0 


電源コードや電源プラグが傷んだ D 、 
コンセントの差し込みがゆるいとき 
は使巧しない 

禁止 ♦感電•シヨート- eSC 
発火の原因にな0 ^ 

ふ9 〇 



0 開□部やすさ間にピンや針金、金属物 
などの異物を入れない 

■感電や異常動作 
禁止 してけびをする 

原因にな0ます。 





ガードの中や可動部へ指などを入れ 
ない 

•重大なけびをする原因にな0ます。 

接触禁止特にお子様にはを意して<ださい。 
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イ巧、本体やスイッチ部にかや油をつけたり、 
水をかけた0、丸洗いをしない^^ 

編止 lioir ^® 證證 

定期的に電源プラグのほこ D を取る。 
■墨 電源乃グにピンやゴミを備さ做い 

• ピンやゴミが付着したり、にりがたまると、感量 
指示に従うシヨート•発义の原因にな0ます。また、湿気などで 
絶縁不良となりが诏 D 原因にな0ます。電原プラグ 
のお手入れは、乾いた巧でふいて < ださい。 

铜根-ガードをつけずに高さ調節 
rvj ボタンを押した0、モーターを 
運転しなぃ 

禁止•モーター部び巧び 
化してけびをする 
原因にな0ます。 

電源コードを傷付けた0、破損させた0、 
熱器具に近づけたり、お理に ffl げた0、 

V V 引っ張ったり、ねじったり、たばねて 
** 止 使用した0しない 

•また、重い物を載せた0、挟み込んだり、 
加工した0すると、電源コードび破損し 
火災や、感電の原因にな0ます。 

※結束バンドは必ずはずす。 

組立てる前に支せを立て 

1た0、電源プラグを差し W 
込んだ D しない 醫 

禁止 •不安定なため転倒し、 同! 

ショート•感電•けびを /-yg 

する原因にな0ます。 へ 

使用中にガードを持って、上下•左も 
(\| に風向きを変えない， も 

•ガ-ド鶴っ口虽く操作 

羽根び破損し、けびを 
する原因にな0ます。 II 

電源プラグをなめさせない 

|\ 1 ♦お子様び誤ってなめないよ〇にを意して 
ください。感電やけびの原因にな0ます。 

^ 禁止 

使用中に本体に異常があった0、 
Mm 電源プラグや電源コードが異常に 
熱くなると动ホ、直ちに使用を中止する 

指示に従う•感電や発火のおそれびあ0ます。 



0 


禁止 


次の場所では使わない 

♦感電やショート、火災や爆発のおそれびあ0ます。また、事なや故障の原因にな0ます。 
• 火気のおく 

• 雨や水しぶきのかかるところ 

•高温 （40 む政上）、多湿（80%し: Lb ) になるところ ^ V y ^ 

.キッチンや工場な どの 油.油煙が発生するところ ^ こ り \ ご立と 

• 灯油.ガソリン.シンナ ー. ペンジン-塗料などの ’- ^ — 

引火性のちのがあるところ 





0 


禁止 


風を長時間、身体に当てない 

•健康を害することびあ0ます。 
特に、お子様やお年寄0、 

ご病気の方にはごを意 
<ださい。 

月か施巧を引す 
原因にな0ます。 



0 


禁止 


カーテンなどの障害物の周辺や不安定 
な場巧では使用しない 

♦不安定な場所や首振0 
をさまたげる障害物び 
あると転倒し、羽根破損、 

けびの原因にな0ます。 
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市販の保護ネットを取 D 付ける時は、 
mm たるみがないよラにする 

•制脚儲ネジトはたるみびちるとガ-ド 
指示に従う にのい込まれ、羽根の破損、けびの原医！ 
にな0ます。 

本体に異常な振動が発生した場合は、 
喔膳 使用を中止する 

〇 ■羽根や力-ドびはずれたり、落下により 
指示に従う けびをする原因にな0ます。 

長時間使用しないときや使用瞄 i (外は、 
電源プラ％〕ンセントか日抜く 

•絶縁劣化による感電や 
乃グ挪く 漏電により乂災•やけど • 

けびの原因にな0ます。 V 

電源プラグを巧くときは、電源コード 
AA を持たずに必ず先端の電源プラグを 
持]て引き抜く ^ 

指示に従う * 感電やシヨ- 卜 して— 
発火することびちり 

本製品は一般家庭用です。絶対に 

1X1 鐵用に使用しない 

•本製品に巧理な負担びかか 0、 乂災や 
** 止 事故、故障の原因にな 0 ます。 

掃除用、整髪用、殺虫剤などのスプレー 
fx 1 を吹き付けない 

•変質•破損などによ0けびや事披の 
** ，ヒ 原因にな0ます。 

製品を移動するとき 
(\) は引さず 5 ない 

«麻耀に傷び〕く 
禁止 原因にな0ます。 

ガードに髪などを 
(\) 於けない 

、ツなどびきき込まれ、 
禁止 けびをするおそれび 

あ0ます。 

運転停止直後は 
(\| モーター軸が熱< 
なっていますので、 
禁止 お手入れをした D 
直接触った D しない 

乾電池の取 D 扱いには十分を意する 

SB ♦使いかたを誤ると発熱や破裂した0、けび-やけど-感電の原因にな0ます。 

•指定ながの乾電池を使用しない。 

指おに従5 •任)と©を逆にして使用しない。 

• 乾電ミ也をお子様の手の届ぐ所に置かない。 

•充電-分解-ショート-加熱した0、乂の中に入れた0しない。 

•お子様び誤って、乾電池をなめた0、飲み込んだ0しないよ〇にを意する。 

万一飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談して<ださい。 

7TZ 

V 

■V お手入れにはシンナー‘ベンジン‘みがき粉•たねし‘化学ぞラきん類は使用しない 

W 1 ♦製品の変質や劣化によるな障や破損、けびや事披の原因になる場合びあ0ます。 

ジ お手入れはめるま湯か台所用中性洗剤などを使用して<ださい。 

± ※洗剤の種類によっては、台所用中性洗剤でちプラスチックけ封脂）に使用できない 

ちのびあ0ますので、洗剤のを意書さをよ<ごお認のラえご使用<ださい。 
プラスチック（谢脂）に使用可能な洗剤でち、洗剤分び残っていると、化学作用 
岩’， を、、 によ0プラスチック（谢脂）を侵し、破損してけびや事なの原因になる場合び 
bw 渡 f あ0ますので、お手入れ後洗剤分び残5ないよラしっか0ふき取って<ださい。 


事故防止の為、必ずお守0<ださい 


運乾中は羽根が高速で回乾しています。お子様が誤って指などを入れないよラに、 
保護者のちがを意して < ださい。 

♦ガードをはずしての運転は大変を険でず。絶対におこなわないでください。 
•ご使用時切外は、 電源 プラグをコンセントか5巧いてください。 
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参リモコンの送信部に傷をつけないで < ださい。 

♦ U モコンのボタンを2つ政上同時に巧さないで < ださい。 

♦ U モコンを落とした0、踏んだり、液状のちのをかけた0 
しないで < ださい。 


■次のよ5な巧ではリモコンの操作がでさないことがあ0ます。 

•本体受信部とリモコンの間に障害物（羽根•ガード含む）びある所。 
参インパーター照明器具または、電子瞬時点灯照明器具を使用している所。 
♦本体の受信部に直射曰光などの強い光び当たる所。 


■リモコンは、操作パネルの上に 
置<ことができます。 

置いた状態でち操作でさます。 


■取0化すとさは、リモコンの 
図の位置を指で押さえて送信部 
側を浮かせ、取0化します。 




2. 操作のしかた 

リモコンの送信部を本体の受信部に向けて、お好みのボタンをゆつく0 
巧してください。 

参リモコンの使用できる範固は約3 m です。 


リモコン 


1.乾電池の入れかた（単四お乾電池 1.5 V 2 本） 

①ふたを押さえなび5矢印の方向に 
引っ張りはずします。 




③© ■ ©の表示に含わせて乾電池を 
2本入れます。乾電池 


③ふたをします。 


■動作しに<<なった場合は、新しい乾電池と入れ 
換えてください。_ 

•充電式電池や種類の違う乾電池、新•旧を混ぜて 
使わないで < ださい。 

•長期間 U モコンを使用しないとまは、乾電池の 
液ちれを防ぐために、リモコンか5乾電池を 
取0出して < ださい。 



各部の名称 

取っ手 


付属品 



八送信部 

淡 

\乾電池 

V 

に本 ） J 


受信部 
操作パネル 


首振りつまみ 



電源コード 
電源プラグ 


•ごミち意 

※本製品に最初か!5付いている乾電池はテスト用の為、新しい乾電池に比べ容量がわずかしかありません。 
ご使用前には新しい乾電池を購入してください。 


結束バンド 

※ご使用時は必ず 
はずして < ださい。 


お願い 


お願5 











































樹脂ナツトはベースと支柱の連結にぶ、要でずので、支柱に取り 
付けた状態で大切に保管してください。また、包装部品は 
扇風機を保管ずるとをに必要でずので、捨てないでください。 


■ベースと支ホ王の取りはずしかた（保管などをする時) 


〇樹脂ナツトをはすす 

•モーター部を持ってゆっ < D と寝かせて<ださい。 
♦ベース底面の樹脂ナツトをはずして<ださい。 

g ベースか5支柱をはすす 

•ベースと支柱を持ってゆつく D と抜いてください。 



ベース 


支な 


組てかた 


' A 警告 1 

羽根-ガードをつけずに高さ調節ボタンを 

1 押した0、モーターを運転しない 

♦モーター部び巧び化してけびをする原因にな0 
、禁止 ます。 

組立てる前に支柱を立てた0、電源プラグを 
(X) 差し込んだ D しない 

♦不安定なため転倒し、ショート•感電-けびを 
する原因にな0ます。 


〔ベースと支柱の連結） 

〇ベースに支せをはめ込む 

•支柱底面に取 D 付けてある樹脂ナットをはずして 
<ださい。 

♦平 b な安定した場所にペースを置さ、電源コードを 
ベースの後部巧へ通して < ださい。 

♦支柱前面の凸部をベースに差し込むよラにし、 
支柱後部をペースにはめ込んで<ださい。 

•…ご使用上のを意 . 

※支柱をベースにはめ込む際、電源コードをはさみ 
込まないよラに注意してください。電源コードび 
破損し、义災や感電の原因になります。 


g 樹脂ナツトで固定する 

♦モーター部を持ってゆっ < D と寝かせて<ださい。 
♦ベースの底面よ D 、 支柱とベースを樹脂ナットで 
締付けてしつか D 固定して < ださい。 

♦ベースを持ち上げ確実に固定されているか確認して 
<ださい。 


お 

願 

し、 


持ち運ぶ時にベースび落下し破損しないよラ、 
必ず付属の樹脂ナツトで固定してください。 


回 本体を立てる 

♦平日な安定した場所に本体を立てて、ガード、郵良の 
取 D 付け準備をして < ださい。 




お願い 




























組立てかたつづき 

〔ガード•羽根の取0付け） 


_ c 2' 迂意 _ 

• 习习根に貼0つけてある「菊根マーク」は、はがさないで< ださい。 

•ガード止めナツトとスピンナーはネジ山にを意し、かたむきのないよラしつか D 締付けて 
<ださい。 

•羽根をつけずにモーターを運転しないでください。温度過昇防止装置び働さ、使用できなく 
なることがあ D ます。 

•ガード-乘 I 根の組立て、取 D はずしのときはモーター軸や回 D 止めピンなどでけがをしない 
よラに十分を意しておこなつて<ださい。 


〇スピンナー、ガード止めナット、チュ 

•スピンナー、ガード止めナット、モーター軸のさび 
防止用チューブをはずして<ださい。 

(チューブは保管のとさ必要ですので捨てないで 
<ださい。） 

白 後ガードの取0付け 

♦後ガードの差し込み巧3か所をモーター部前面の 
凸部3か所に向さを合わせて差し込み、「ガード止め 
ナット」をちに回して確実に締付けて<ださい。 

…ご使用上のを意 . 

※ガード'止めナットは確実にしっかり締付けてください。 

ガードびはずれてけびをする原因になります。 


回 


羽根の取0付け 

>モーター軸の個 D 止めピン」と羽根裏側の「凹部」 
の向さを合わせて、羽根をモーター軸の奥まで差し 
込み羽根を押さえなびら、「スピンナー」を左へ 
回して確実に締付けて < ださい。 

…ご使用上のを意 . 

※スピンナーは確実にしっかり締付けてください。 
羽根びはずれてけがをする原因になります。 


凸 



ーブをはずす 

モーター軸 



スピンナー 


凸部3か所 


差し込み穴 
3か巧 


前ガードの取0付け 

>前ガードのロック」を後ガードの上部に合わせて掛け、 
前ガードを押さえて全周を後ガードに確実にはめ込み、 
「クリップ」をも図のように確実に固定してください。 

…ご使用上のミ主意 . 

※前ガードのツメ日か所（ち印部）を 
後ガードに確実にはめ込んでください。 

ガードびはずれてけびをする原因に 
なります。 
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使いかた 


A 警告 


ガードの中や可動部へ指などを入れない 

•重大なけがをする原因にな0ます。特にお子様にはま意してください。 


翻螺止 




•運転する時は、最初に「入•切 J ボタンを押して<ださい。他のボタンを押してち動作しません。 

•運転中に停電した0、電源プラグを巧いた場合は、切の状態にな0ますので始めから操作をや0直して < ださい。 
•操作パネルの一部が暖か<な0ますが、マイコンなどの消費電力によるをので故障ではあ0ません。その 
まま続けてご使用 < ださい。 

■結まバンドを必ずはずしてか b 電源プラグをコンセントに差し込みます 

※交流1 00 V のコンセントに、電源プラグをがたつさがないよ引こ根元まで確実に差し込んでください。 


■運転するには 

r 入•切」 ボタンを押すと運転します。 

•運転開始直後は「中」で運転し、その後「弱」に 
入 0 ます。ち 5 —度押すと停止します。 

■風量を調節するには 

「風 量」ボタンを押すと風量び下図のよラに順送りで 
変わります。風量ランプを見なび5操作して<ださい。 

-^ II —> 中一> 強- 


■「切」タイマーセットのしかた 

[このタイマーは、設定した時間びくると運転を停止 
ずる「切」タイマーでず〕 

「タイマー」 ボタンを押すとタイマーび下図のよラに 
順送0で変わ0ます。タイマーランプを見なび5操作 
して < ださい。 

1^ 2 4 ^タイマーセット解除 一！ 

(時間） （連続運転） 


※タイマーセツトびされている時はタイマーランプび 
点灯します。 

参時間の経過ととちにタイマーランプび変わ0、残0 
の時間を表示します。 

•セツト時間び終わ0ますと、タイマーランプび消え、 
自動的に運転び停止します。 

•タイマーセツト時間は目まです。 



〔本体操作部〕 







入.の 


( 、 

風量 







/ 、 

タイ 7— 

\ i 
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〔リモコン〕 
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巨時間自動 OFF タイマーについて(切り忘れ防止) 


この扇風機は運転開始か5約6時間経過すると自動的に運転を停止する機能びついています。再度運転を 
開始する場合は、「入•切」ボタンを巧して < ださい。 

※「切」タイマー設定時は、設定時間で運転を停止します。 

■リズム風セツトのしかた 

「リズム風 J とは……マイコンのはた5きで、速度を<0返し変化させて運輯することです。 

「リズム」 ボタンを押すと U ズム風に切0換わ0ます。ち5—度押すと1」ズム風は解除されます。 

※リズム風時、風量ランプび点滅します。 

※「弱」1」ズムの時は、運転と停止を繰0返すため、羽根びときどき止まることびあ0ますび異常ではあ0ません。 
























































使いかたつづき 


■首振0運転のしかた 

首振0つまみを下へ押すと首振0を始め、上へ弓芭上げると停止します。 

■高さを調節するには 

高<する場合は、高さ調節ボタンを押しなび5、パイプを上げ、高さを 
調節して < ださい。 

■風向さを上下-左右に変えるには 

運転を停止して羽根び完全に止まってか5、ベース部を軽<押さえて、 
モーター部を上下-左ちに動かして<ださい。 

•カチカチと音びでる範囲まで調節できます。 


A 警告 

0 使用中にガードを持って、上下-ちちに風向きを変えない 

•ガードを持って強<操作すると、羽根びガードにあたる場合び 
あ0、羽根び破損し、けびをする原因にな0ます。 


■ご使用後は事故防止と節電のため電源プラグをコンセントか5抜いて 
<ださい。 


「入•切」ボタンを押し、運転を停止してか5電源プラグを抜いて<ださい。 

運転していな<てち、電源プラグび差し込まれたままですと、わずかな電力（約 1.5 W ) を消費します。 



A ミち意 


を 

長時間使用しないときや使用時似がは、 電源 プラグをコンセントから抜く 

•絶縁劣化による感電や漏電によ D 火災*やけど*けがの原因にな0ます。 


プラグを巧く 





お手入れと保管 


' A 警告 1 

お手入れの際は必ず電源プラグをコンセント 

/ex 本体やスイッチ部に水や油をつけたり、水を 

だ^ か5抜<こと。めれた手で抜き差ししない 

かけたり、丸洗いをしない 

^ ♦不意に動作してけびをした0、ショート ■ 感電 ■ 

f , ♦感電■ショート•火災-故障の原因にな D ます。 

けびの原因にな0ます。 

水めれ禁止 


' A 注意 ' 

/〇.お手入れにはシンナー • ベンジン • みがさ粉•たねし • 化学ぞ5さん類 
(\) は使庙しない 

•製品の変費や劣化による故障や破損、けびが事故の原因になる攝をがあ 0 ます。 

お手入れは成るま湯か台所用中性洗剤などを使用して<ださい。 

※洗剤の種類によっては、台所用中性洗剤でちプラスチック備脂）に使用できない 
ちのがあ 0 ますので、洗剤のを意書きをよ<ご確認の 5 えご使用ください。 
プラスチック觸脂）に使用可能な洗剤でも、洗剤分が残っていると、化学作用 
によ 0 プラスチック（樹脂）を侵し、破損してけびや事故の原因になる攝をびあ D 
ますので、お手入れ横洗剤分び残 5 ないよ 5 しっか 0 ふき取って<ださい。 

掃除用、整髮用、殺虫剤 
(\) などの スプレーを 吹さ 
^ 付腑い 

^ •変質•破損などによ 0 

けびや事故の原因 
にな 0 ます。 

J 



















お手入れと保管つづき 


ご迂意 


>取0はずし、組立てのとまはけがをしないよラに十分注意しておこなって<ださい。 
ぶ手入れ後にご使用される場合は、羽根、ガードは確実に取0付けてください。 
羽根、ガードがはずれてけがをするおそれがあ0ます。 


〔あ手入れ） 

•姻根-モーター部にほこ D がを量に付着しますと異常音-振動-モーターの過熱の原因に 
なります。定期的に菊根•ガードを取 D はずし、清掃して < ださい。 

•ガードを正面に向けて、組立てと逆の順唐で取 D はずして<ださい。（ガードが正面に向かない 
場合は無理にもどさず、首振 D させて正面に向けてください。破損•故障の原因にな D ます。） 
•ベースと支なの取 D はずしは「ベースと支なの取 D はずしかた」をご覧<ださい。 

参ミちれは、水またはめるま湯に浸した柔5かいふきんをかた< しぼってふさ取って<ださい。 

ミちれび落ちに<い場合は、台所用中性洗剤を薄めた水またはめるま湯に浸した柔5かいふさんをかた< 
しぼってふさ、さ5に乾いた柔5かいふさんで洗剤び残5ないよラされいにふさ取って<ださい。 
•モーター部のほこ0は掃除機でのい取って<ださい。 


〔保管) 


参[お手入れ]のち法に従って、お手入れして<ださい。 

参モーター軸の';ちれを取って=シン';由を5すぐ塗0、チューブを 
かぶせて<ださい。（さびの防止） 

•包装ケースに納め、湿気のかない所に保管して < ださい。 


/ダンボール材 


I 収納方法 


>製品を組立てと逆の順序で取01まずします。记〜6ページ参照) 
>ち図を参照して扇風機を収納して<ださい。 

•お原頁し'' .. 

※リモコンは乾電池を化ず取り出して保管してミ 
ください。乾電池の液ちれの原因になります。： 


前力-ド /後ガード 


>樹脂ナツトはベースと支柱の連結に必要ですので、ベース 
支柱に取0付けた状態で大切に保管して<ださい。 


す柱 



樹脂ナット 

>ガード止めナットは前カパーに締付けて < だ 
さい。スピンナーはモーター軸に締付けて 
それぞれ保管して<ださい。（下図参照） 

前カバー、 ー モーター軸 スピンナー 



'チューブ 
ガード止めナット 



羽根 


ガード止めナット 


支ほ 


仕 


様 


電圧（ V ) 

周波数 ( Hz ) 

消費電力 （ W ) 

風速 （ m / min ) 

風量 ( nf / min ) 

質量 （ kg ) 

100 

50 

46 

185 

40 

約 3.1 

60 

48 

190 

43 








































長期使用製品についてのごを意 


長年ご使用の製品は、熱、湿気、ほこりなどの影響により、内部部品が劣化し、発煙•発乂のおそれが 
あります。 

ご使用中につぎのよラな症状がみられる場合は、スイッチを切り、コンセントから電源プラグを抜いて、 
お買上げの販売店または本書記載の「山善家電お客様サービス係」にご相談<ださい。 


♦スイッチを入れても羽根が回らない。 

♦羽根が回ってち、異常に回転が遅かったり不規則。 

• 回転するときに異常な音や振動がする。（摩擦音 • 接触音- 
巧音などがしたり羽根がプレて振動しているなどの状況） 
♦モーター部分が異常に熱かったり、焦げ < さいにおいがする。 
♦電源コードが巧れ a がったり破損している。 

♦電源]-ドに触れると、羽根が回ったり、回らなかったりと不安定。 


rV 


異常びあればごほ用中止！！ 


ずぐにコンセントから電源プラグを巧いて、 
お買上げの販売店または本書に記載の 
「山善家電お客様ヴービス係」に 
ご相談ください。 


設計上の標準使用期間 

製品本体に表示してある【設計上の標準使用期間】は下記に示す標準的な使用条件の下で使用した場合に 
安全上支障な < 使用することびでさる標準的な期間です。 


環境条件 

電 圧 

AC 1 OOV 

周波数 

已0/色0 Hz 

温 度 

3 0で 

湿 度 

6 5% 

ミ几 ち 

巧 直 

本書に基づ<組立て及び設置 

負荷条件 

本製品の最大定格での運転 

想定時間 

運転時間 

8 h / 日 

運転回数 

已回/日 

運転曰数 

110曰/年 

スイッチ操作回数 

已己〇回/年 

首振運転の割合 

100% 


製品の故障や劣化は、この条件ながでを 
さまざまな要因に影響を受けます。 

標準使用期間に達しない場合でを、上記の 
よラな異常びみられた場合にはずぐに 
ご使用をやめ、，眠売店をしくは r 山善家電 
お客様サービス係」にご相談ください。 
また、 r 設計上の標準使用期間」は「保証 
期間」とは違い、本製品の®償修理を保証 
する期間ではありません。保証内容及び 
期間につきましては本書に添付の「保証書」 
に記載しすこしております。 

, 


ア フターヴー ビスについて 


① この製品には保記書がついております。 

お買上げの際に、販売店よ0必ず保証欄の 
「お買上げ年月曰」と「販売店印」の記入を 
お受け < ださい。 

⑤保記期間はお買上げ日より1年です。 

保証期間中の修理はお買上げの販売店にご依頼 
<ださい。保証書の記載内容によ0修理いたし 
ます。その他詳細は保記書をご覧<ださい。 

③保記期間経過後の修理（有料）については 
お買上げの販売店にご相談ください。 


④ この製品の補修用性能部品の保有期間は製造 
巧ち切り後6年です。 

補修用性能部品とはその製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 

⑥アフターサービスについてご不明な場合は、 
本書に記載の r 山善家電お客様ヴービス係」 
へお問い合わせ < ださい。 


この製品についてのお取扱い • お手入れ方ま 
などのご相談、ご転居された 0 ご贈答品 
などで、販売店に修理のご相談がで言ない 

場含は、 「山 善 家電 お客様 サービス 巧 J に 

ご相談 < ださい。 

r 山 善家電 お客様サービス 係 J 
巽 内レ 220570-077-078 

》 PHS 、 IP 電話など一部の電話か5のこ 刑 用はでさません。 
受付時間 ：1 日： 00〜17 : 00 (± ■曰-祝日を除く） 

• FAX または E 六ールでのご相談ち受け 
付けてお 0 ます。その隙は、商品名•形お- 
ご相談内容 •おお前 •お電話番号をご記入 
の上、ご相談 < ださい。 

•或 ii®i 置 0120-朗 0-2 日7 

ぶ 目端® info _ m @ yamazen . co.jp 


個人情報のお取り巧いについて 

株式を社山善及びその関係会社は、 
お客様の個人情報やご相談内容を、 
ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を 
残ずことびあります。また、個人情報 
を適切に管理し、修理業務などを 
委託する場合や正当な理由び 
ある場合を除さ、第兰ちには提供 
しません。 

、 


※お問い合わせの際には商品名-お名をご連絡ください。 


J -111212 
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